
大規模な淀川治水工事の

きっかけとなった洪水
明治18年

大阪の維新以来の三大洪水どして、明治元年、

同18年、同29年の洪水があげられる。 そのなかで

も、この明治18年の洪水は、被害の程度が最も甚

大なものだった。

明治18年 6月15・16日、大阪は低気圧の通過に

よる降雨に見舞われ、翌 17目、更に追い打ちをか

けた低気圧により多量の雨が降った。 このため、

淀川本流・支派川ともに急激に流量が増し、北河

内・東成雨郡の堤防が相次いで決壊、沿岸 110数

か村悉が水にっかり、市中の諸川も氾濫して、西

区一帯が泥海ど化した。

18日、水!;i¥、よいよあふれ、寝屋川堤防を衝破

する勢いだったので、北区野田字大長寺堤防を裁

断し散水した。同日午前3時の土佐堀川の水位は

11尺 5寸(約3.5m)で、平時ょっ 8尺 5寸(約2.6

m)も多かったという 。

大阪府は、早速吏員と人夫を派遣し、被害者の

救済や決壊箇所の堰止めにつどめ、復旧工事が7

分どおり進んだ29目、またも強風を伴った豪雨に

見舞われ、 30日から 7月|自にかけてもますます

風雨は激しさを増した。

7月 |目、市内の諸川の水勢!;i¥、よいよ激しく、

2日から 3日にかけ、天満・天神・難波の三大橋

をはじめ大小30余の橋梁が捲落。市内は東区 ・南

区のー，J、部分を除くすべての地域が浸水。北区・

西区は特にひどく、北区中之島 2、3、4丁目辺り

ど宗是町では、土佐堀川の濁水が Y届問に及ばざ

る僅かに 5寸。の高さにまで達し、住民は、いず

れも 2f皆から救いを求める有り様だった。

東区の校舎に避難した者 l万余人。北区役所に

収容された者は3.000人余にのぼり、 3日にな っ

ても大，J、30以上の橋梁が流され、市内の交通はま

ったく途絶えたのである。

しかし、この18年の大水害は、大阪を中心とす

る河川交通の大動脈である淀川の抜本的治水対策

の必要を痛感させ、大規模な淀川改修工事施行の

運動へと発展する。

明治政府は、すでに明治7年 5月ょっ 、京都府

紀伊都観月橋治、ら大阪市天満橋に至る淀川修築工

事に着手していたが、同24年12月、大阪府会は政

府に、次のような建議を行った。

，;定川改修工費を国摩文字伴どなし、滋賀県下瀬田

川以下大阪府下安治川口に至る川筋を一聯帯ど '.

倣して、よ流に排水の工事を施し、下流に横溢の

害を除主、大枝川であ って本川治水上関係、あるも

のをもオ、併せて局部に改修を初えるこど」

明治29年4月、河川法が公布され、淀川筋左岸

滋賀県栗太郡瀬田村、右岸同県滋賀郡石山村以下

海ロに至るまでを、公共の利害に重大な関係ある

河川と認定。同年10月には、淀川支川にも同法を

施行する必要ありど認定された。

これで、淀川本流、支;糸川および準用河川の河

川法の適用を受けることとなり、明治29年より大

正13年という長い年月をかけた淀川治水の大事業

が行われたのである。

(大阪府誌、明治大正大阪市史ほか)
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